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 これまでご利用
り よ う

いただいておりました、総
そう

合
ごう

福
ふく

祉
し

センターの喫煙所
きつえんじょ

につい

て、この度
たび

「大
おお

阪
さか

府
ふ

受
じゅ

動
どう

喫
きつ

煙
えん

防
ぼう

止
し

条
じょう

例
れい

」の施
し

行
こう

により閉
へい

鎖
さ

することとなりま

した。未
み

成
せい

年
ねん

者
しゃ

や子
こ

どもなど不
ふ

特
とく

定
てい

多
た

数
すう

の方
かた

にご利用
り よ う

いただいている施設
し せ つ

で

すので、建
たて

物
もの

内
ない

および敷
しき

地
ち

内
ない

の全
ぜん

面
めん

禁
きん

煙
えん

となります。 

 ご理
り

解
かい

、ご協
きょう

力
りょく

をよろしくお願
ねが

いします。 

  

 恒
こう

例
れい

、夏
なつ

の交
こう

流
りゅう

企
き

画
かく

です！今年
こ と し

は…いつもと雰
ふん

囲
い

気
き

を少
すこ

し変
か

えて、「おしゃべりケーキパーティ

ー」を企
き

画
かく

しました！夏
なつ

の暑
あつ

さも厳
きび

しく、準
じゅん

備
び

や片
かた

付
づ

けが大
たい

変
へん

なバーベキューより、みんなが手
て

軽
がる

に気
き

軽
がる

に集
あつ

まっておしゃべりできるような場
ば

がいいな～！との意
い

見
けん

からできました。 

参
さん

加
か

申
もうし

込
こみ

の際
さい

、ケーキの注
ちゅう

文
もん

も受
う

け

付
つ

けています。どちらかのケーキか選
えら

んで申
もう

し込
こ

みをしてください。 

参
さん

加
か

費
ひ

は当
とう

日
じつ

お支
し

払
はら

いください。 

②チョコレート 

現在
げんざい

の様子
よ う す

⇒ 

灰皿
はいざら

やイスはありません 



 

 

 

 

火災
か さ い

、その他
た

災害
さいがい

の原因
げんいん

となる行為
こ う い

はしないこと 
 7月

がつ

27日
にち

（土）のテーマは、サロンご利用
り よ う

において「火
か

災
さい

、その他
た

災
さい

害
がい

の原
げん

因
いん

となる行
こう

為
い

はしな

いこと」でした。そこでまずは、火
か

災
さい

が起
お

きた時
とき

のこととして、7 月 23 日（火）におこなわれた

『総
そう

セン避
ひ

難
なん

訓
くん

練
れん

』のふり返
かえ

りや感
かん

想
そう

について話
はな

し合
あ

いました。 

 「訓練
くんれん

と分かっていたから（避難
ひ な ん

が）できたけど、本
ほん

当
とう

に（火
か

災
さい

が）起
お

きたらびっくりして、訓
くん

練
れん

のように逃
に

げられないかもしれない。特
とく

に煙
けむり

だらけになっていたら大丈夫
だいじょうぶ

かな…。」などのご意見
い け ん

がありました。 

 続
つづ

いて、「火災
か さ い

が起
お

きないようにどのような工夫
く ふ う

をしているか？」について話
はな

し合
あ

いました。 

 「コンセントの熱
ねつ

や、（電
でん

気
き

機
き

器
き

など）何
なん

でもつけっ放
ぱな

しにしない。」「心
しん

身
しん

の不
ふ

調
ちょう

時
じ

にやかんの

空
から

焚
だ

きをしてしまった。以
い

後
ご

、火
ひ

を使
つか

う時
とき

は気
き

を付
つ

けている。」などのご意
い

見
けん

がありました。 

 その後
ご

、サロン内
ない

に消
しょう

火
か

器
き

がどこに置
お

いてあるか、みなさんで確
かく

認
にん

し、実
じっ

際
さい

に火
か

災
さい

が発
はっ

生
せい

した時
とき

、すぐに職員
しょくいん

がかけつけられないことも

想
そう

定
てい

し、訓
くん

練
れん

を実
じっ

施
し

しました。 

「もしも、サロンの電
でん

子
し

レンジから火
ひ

が出
で

てしまったら…！」 

 ミーティングに参加
さ ん か

されていた方
かた

々
がた

で、必
ひつ

要
よう

な役
やく

割
わり

を探
さが

し出
だ

し、分
ぶん

担
たん

しました。役割
やくわり

として、①スタッフを呼
よ

びに行
い

く、② 消
しょう

火
か

をする、③非常
ひじょう

ベルを押
お

す、などが挙
あ

げ

られました。また、火
ひ

は水
みず

で消
け

すことができない場合
ば あ い

もあることや、逃
に

げるために窓
まど

などを開
あ

ける

ことで空
くう

気
き

を取
と

り入
い

れてしまい、さらに燃
も

え広
ひろ

がってしまうこと、などを学習
がくしゅう

しました。 

 最後
さ い ご

に、参加者
さんかしゃ

全員
ぜんいん

でサロンからの避難
ひ な ん

経路
け い ろ

として、総
そう

センの 正
しょう

面
めん

出
で

入
い

り口
ぐち

以
い

外
がい

に、静
せい

養
よう

室
しつ

の窓
まど

やコブンカフェの通
つう

用
よう

口
ぐち

などを確
かく

認
にん

しました。 

 

設
せつ

備
び

・備
び

品
ひん

の破
は

壊
かい

、改
かい

造
ぞう

、持
も

ち出
だ

しはせず、大
たい

切
せつ

に 扱
あつか

うこと。

無
む

断
だん

での電
でん

気
き

使
し

用
よう

、施
し

設
せつ

内
ない

のゴミ捨
す

てルールを守
まも

ること。 

8月 3日（土）のテーマは「設
せつ

備
び

や備
び

品
ひん

の取
と

り扱
あつか

いルールについて」でした。参
さん

加
か

者
しゃ

からは、「ロ

ッカーを蹴
け

ってへこました人
ひと

を見
み

たことがある。」「故
こ

意
い

でなくても、故
こ

障
しょう

など壊
こわ

れてしまうこと

もある。」「ラジカセや米
こめ

を（サロンから）持
も

って帰
かえ

られたことがある。」などのエピソードが話
はな

さ

れました。 

また、「物
もの

を壊
こわ

したりしてしまうのには何
なに

か理由
り ゆ う

があるはず。うまくこと

ばで伝
つた

えられなくて、物
もの

を投
な

げてしまったりすることがあるのではないか。

そうした背景
はいけい

も 考
かんが

えてほしい。」という意見
い け ん

がありました。（次ページへ） 



 施
し

設
せつ

内
ない

のゴミ捨
す

てルールについては、「分
ぶん

別
べつ

のルールを守
まも

ること。お菓
か

子
し

の 袋
ふくろ

と缶
かん

などがいっし

ょに捨
す

てられていることがあった。」との意
い

見
けん

が出
だ

され、続
つづ

いて「（総
そう

セン 2階
かい

で活
かつ

動
どう

している）

Kirinn
き り ん

班
はん

がアルミ缶
かん

を集
あつ

めてつぶす活動
かつどう

をしているので、協 力
きょうりょく

するためにアルミ缶
かん

を分
わ

けて持
も

っ

て行
い

ってはどうか？」との意見
い け ん

も出
だ

されました。 

 また、「ごみ箱
ばこ

のゴミをいつもある利
り

用
よう

者
しゃ

さんが決
き

まって、捨
す

てに行
い

ってくれている。そのこと

について、みんなで感
かん

謝
しゃ

の意
い

を伝
つた

えましょう！」との提
てい

案
あん

があり、参
さん

加
か

者
しゃ

のみんなで「ありがとう！」

とお伝
つた

えしました。 

 電
でん

気
き

の無
む

断
だん

使
し

用
よう

については、「 充
じゅう

電
でん

が必
ひつ

要
よう

な時
とき

や緊
きん

急
きゅう

時
じ

はどうするのか？」といった意
い

見
けん

に対
たい

し

て、「有
ゆう

料
りょう

で充
じゅう

電
でん

させてもらえるような仕
し

組
く

みは作
つく

れないのか？」「コンセントに『 充
じゅう

電
でん

禁
きん

止
し

』

など貼
は

り紙
がみ

を貼
は

ってはどうか。」といった意
い

見
けん

が出
だ

されました。 

 

喫煙
きつえん

は所定
しょてい

の喫煙
きつえん

場所
ば し ょ

ですること 
 1ページでもお伝

つた

えしているように、8月
がつ

19日
にち

（月
げつ

）より、総
そう

セン全
ぜん

館
かん

および敷
しき

地
ち

内
ない

においては禁
きん

煙
えん

となりました。ご理
り

解
かい

、ご協
きょう

力
りょく

をお願
ねが

いいたします。 

 

アルコール類
るい

の持
もち

込
こ

みおよび飲酒
いんしゅ

しての利用
り よ う

はしないこと 
 8月 10日（土）は「喫

きつ

煙
えん

に関
かん

するルール」と「アルコールに関
かん

するルール」について、話
はな

し合
あ

わ

れました。この日
ひ

の参
さん

加
か

者
しゃ

のほぼ全員
ぜんいん

が「飲酒
いんしゅ

をすることがほとんどない。」とのことでした。 

   そこで、「なぜ『アルコールに関
かん

するルール』が作
つく

られているのか？」につ

いて考
かんが

えていきました。「 薬
くすり

を服用
ふくよう

しているため、アルコールを一
いっ

緒
しょ

に摂
せっ

取
しゅ

す

ると良
よ

くないと言
い

われているので、飲
の

まない方
ほう

が良
よ

いと思う。」「お酒
さけ

を飲
の

む

と人格
じんかく

が変
か

わってしまう人
ひと

を見
み

てきた。だから、このルールは必要
ひつよう

。」「ルー

ルが無
な

いと何
なん

でもありになってしまう。」「ルールが作られていることで、飲
いん

 

酒
しゅ

して来所
らいしょ

した人
ひと

にも声
こえ

かけしやすい。」といった意見
い け ん

が出
だ

されました。 

 

「みんなの 心
こころ

と身体
か ら だ

を守
まも

るため！」 

 その他
た

の意
い

見
けん

としては、「アルコール依存症
いぞんしょう

の方
かた

も安心
あんしん

して利用
り よ う

できるように禁止
き ん し

している。飲酒
いんしゅ

している人
ひと

がいると自分
じ ぶ ん

も飲
の

みたくなってしまうかもしれない。」というものもありました。 

 多
おお

くの意
い

見
けん

として、「アルコールにより自分
じ ぶ ん

をコントロールできなくなることで、他
た

の利用者
りようしゃ

が安
あん

心
しん

して利
り

用
よう

できないようになるかもしれないから、このルールは必要
ひつよう

だ。」とのことでした。 

 最
さい

後
ご

に、「飲
いん

酒
しゅ

して来
らい

所
しょ

した人
ひと

を、ただ帰
かえ

らせるだけじゃなく、『何
なん

でお酒
さけ

を飲
の

んで来
く

るのだろう？』

と飲
の

まなければならないような暮
く

らしがあるかもしれないことも 考
かんが

える必
ひつ

要
よう

があるのでは。」との

意見
い け ん

も出
だ

されました。 

  



 

 

 

 

 

 


